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業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 
平成28年12月14日に公表した業績予想に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成29年10月期 通期個別業績予想数値と実績値との差異（平成28年11月１日～平成29年10月31日） 
 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 8,281 310 245 219 126.68

実績値（Ｂ） 8,118 207 163 278 160.86

増減額（Ｂ－Ａ） △163 △102 △82 59 ―

増減率（％） △2.0 △33.1 △33.5 27.0 ―

（ご参考）前期実績 

（平成28年10月期） 
8,957 579 547 523 302.25

 

２．差異が生じた理由 

木材事業において、梱包用材等の原材料であるニュージーランド産ラジアタ松丸太の現地価格が、最大

消費国の中国需要が底堅いことに加え、韓国やインドからの引き合いも依然として強く、110円台の為替

円安の定着による影響と相まって、大幅に上昇いたしました。しかしながら、製品販売価格は、競合樹種

であるチリ産製品が安価販売を継続していることもあり、原材料価格上昇分の販売価格への転嫁に遅れが

生じた結果、営業利益は前回予想値を33.1％（102百万円の減少）、経常利益は前回予想値を33.5％（82百

万円の減少）それぞれ下回りました。 

当期純利益は、繰延税金資産の計上による税金費用の減少により、前回予想値を27.0％（59百万円の増

加）上回りました。 

以上 
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